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「へやくる！」だらだらと賃貸物件情報をみることについて

大坪 五郎∗

概要. 従来の情報検索インタフェースは，「ユーザは詳細な条件を入力しそれに対する正確な回答を期待す
る」という前提に基づくものが多かった．しかしながら，日常的に行う検索においてはユーザがそもそも何
を入力すれば良いのかのイメージを持っていない場合も多い．不動産情報の検索はそのような性質を持って
いるという想定の元，まずユーザに情報を提示し，そこから気が向くままに条件を加え，変更，削除しても
らうことを目的とした iPadアプリ「へやくる！」を開発した．既存の不動産情報検索アプリと比較し，一
つの条件を設定するのに必要な手順が劇的に削減されており，ユーザは不動産情報について学びつつ様々な
探索を試みることができる．

1 はじめに
従来の情報検索インタフェースは，ある程度自分

が何を探そうとしているかユーザが把握しているこ
とを前提とし，設定された詳細な条件に対して正確
な結果を返すことを目標としたものが多かった．し
かしながら，問題領域によってはユーザが自分が何
を探そうとしているか明確に自覚しているとは限ら
ない．筆者が開発した Gards[3]では「毎日のお昼
に何を食べるか選択する」という極めて曖昧な問題
意識の元では，とにかくユーザに情報を提示し，そ
の後のフィードバックを受け付け，それに対した情
報を素早く提示することでユーザが当初想定もして
いなかった「回答」に辿り着けることを示した．筆
者が現在勤務している企業はHOME’S[1]という不
動産情報検索サイトを運営している．自分が住む場
所の選択というのは極めて重要な判断であるが，一
生のうちに何度も行うものではなく普段は関心も薄
い．その結果としてユーザは「自分が住みたいのは
どのような物件か」「どのような物件に住めるのか」
「そもそも条件として何が設定できるのか」といっ
た問題に対して明確なイメージを持たずに検索を行
うこともあると考えられる．そのためGardsと共通
するコンセプトに基づく検索インタフェースを提供
することも有効ではないか，という仮説の元 iPad
アプリ「へやくる！」を開発した．

2 「へやくる！」について
2.1 コンセプト
前記の考察に基づくと，目指すべきユーザインタ

ラクションの特性が明らかになる．すなわちユーザ
はどのような物件情報がそもそも存在しているのか，
あるいはどのような検索条件が設定可能であり，そ
れが何を意味するのかについて十分な知識を持って
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いないと想定する．このような場合には情報検索イ
ンタフェースはモードレス [4]なインタラクション
で操作できることが必要であると考えた．すなわち
ユーザが自分の意思を反映させようとした際に，一
連の手続きを強いる-すなわち特定の「モード」に入
らせる-のではなく，興味，気分が赴くまま自由に最
短手順での条件変更を可能とし，かつその結果をす
ぐに返す．これによりユーザは条件を設定すること
が，どのような意味を持つのか学びつつ物件情報を
探索することができると考えられる．
このような特性を考慮し設計した「へやくる！」

の画面イメージを図 1に示す．このアプリでは，起
動した瞬間から基本的に画面右側に物件情報が表示
され続ける．ユーザはそれに対して，左側に並んで
いるアイコンをドラッグ・アンド・ドロップするこ
とで条件設定/解除を自由に行うことができる．多
くの検索条件は最長２タップで設定，変更すること
が可能であり，変更後は即座に結果が変更される．
ユーザが興味をもった物件がでてきた場合には，そ
の上をタップすることで詳細情報を閲覧することが
できる．

2.2 実装
「へやくる！」は iPad上のアプリケーションと

して実装されている．検索条件を指定した際のソー
トアルゴリズムは，HOME’Sサイトと異なる独自
の物を用いているため，サーバー側に専用モジュー
ルを追加している．

2.3 評価
「へやくる！」は商用サービスとしてリリースす

るため，ユーザビリティテストを行い要改善点を洗
い出しその結果を仕様に反映させた．また目標とし
た「モードレスさ」について，他社製不動産情報検
索用 iPadアプリとの比較を行った．その結果，他社
製 iPadアプリでは一つの条件項目を設定，もしく
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図 1. へやくる！の画面

は変更するのに要する操作数は平均 4.3であるのに
対し，「へやくる！」では平均 1.7であることが確認で
きた．このようにユーザが自分の意図を検索結果に
反映させるために必要な操作数が少ないので，それ
だけユーザは思いつきを簡単に検索結果に反映させ
ることができる．またインタフェースデザインには，
開発とほぼ同時期に発表された iOS7の新しいデザ
インコンセプトを反映している．アプリの主役はあ
くまでも物件情報（コンテンツ）であり，それ以外
の不要な要素は極力排除し，画面デザインの面から
も物件情報とユーザ間の距離を縮める事を狙ってい
る．そうしたデザイン方針を徹底した結果，iOS7全
体のデザイン思想と合致した簡素で美しい画面デザ
インが実現できた．

3 関連研究
検索結果に対して，ユーザが能動的に自分の意

図を反映させていく，という点では山本，中村らの
Rerank-By-Example[2]がある．一度でユーザが意
図する検索結果を得ることを期待せず，積極的にそ
の意思を反映させることで望む結果にたどり着くこ
とを目指している点が「へやくる！」と共通する．

4 まとめと今後の予定
「へやくる！」は現状細かい条件設定が必須となっ
ている不動産情報検索に「モードレスさ」を持込み，
ユーザがより気ままに閲覧できることを可能とした
試みである．

今後実際に使用されたログデータを蓄積し，我々
の狙いがどの程度成功を収めたか．また今後どのよ
うな方向に進むべきかについて検討する予定である．
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